
気候が変わると
私たちの何が変わる？！
−県民参加による気候変動情報収集の取り組み紹介−

愛知県気候変動適応センターだより ＜令和元年12月特別版＞

気候変動の緩和策とともに、適応策が必要とされています。
１

愛知県の気温の変化と予測

名古屋地方気象台の年平均気温の経年変化

愛知県の平均気温の将来気候における変化 名古屋市の階級別日数の将来における変化

平均気温
は約 4℃
上昇する
と予測

猛暑日が
年間 40 
日以上増
加すると
予測

出典：気候変化レポート 2018
－関東甲信・北陸・東海地方－
東京管区気象台

1891～2018年において、
年平均気温の経年変化は
上昇傾向

〈現在気候（1980～1999年）と将来気候（2076～2095年）の差の予測〉
２

【　資料６　】



10代

8.6%

20代

13.5%

30代

14.5%

40代

19.4%

50代

16.9%

60代

12.2%

70代

11.6%

80代～

1.5%

無回答

1.9%

男性

51.5%

女性

45.1%

無回答

3.4%

愛知県内

87.6%

愛知県外

7.3%

無回答

5.1%

Web

アンケート

24.0%

対面式・

配付式

アンケート

76.0%

内容まで

よく知って

いた

15.6%

大体

知ってい

た

56.3%

あまり知ら

なかった

23.3%

全く知らな

かった

4.5%

無回答

0.3%

とても

関心がある

29.3%

ある程度

関心がある

55.0%

あまり

ない

10.2%

全くない

1.1%

無回答

4.5%

アンケート調査 ＜速報＞

＜対面式・配付式アンケート＞
・実施期間：令和元年10月11日～11月24日
・実施場所：県が実施する環境イベント他
・回答数 ：1031

＜Webアンケート＞
・実施期間：令和元年10月29日～11月25日
・実施場所：web上
・回答数 ：325

合計回答数：1，356

アンケート方式 性別 年代 住まい

気候変動という言葉 気候変動への関心
３

74.3 

20.5 

50.7 

46.6 

35.8 

34.0 

23.1 

43.7 

36.4 

67.8 

33.6 

15.4 

32.7 

14.8 

1.4 

0.3 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a)  水害・土砂災害が増えた

b)  水不足が心配されるようになった

c)  農作物・漁獲物に被害が生じるようになった

d)  半袖を着る時期が長くなるなど、衣替えの時

期が変わった

e)  春物・秋物の衣服を着る機会が減った

f)  野菜や魚の値段が高くなった

g)  野菜や魚の旬の時期が変わってきた

h)  冷房を使い始める時期が早くなった

i)  冷房を使い終わる時期が遅くなった

j)  熱中症を心配するようになった

k)  夏の電気使用量が増えた

l)  公共交通機関の運休やダイヤの乱れが増え

た

m)  開花、紅葉、落葉などの植物の生育サイク

ルの変化がみられるようになった

n)  見たことのない動植物を見かけるようになっ

た

o)  その他

p)  ない

無回答
４

85.5 

16.4 

70.6 

84.3 

42.0 

7.4 

0.9 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a)  局地的な豪雨が増え

ている

b)  雨があまり降らない

時期が増えている

c)  台風が大型化してい

る

d)  夏日、真夏日、猛暑

日、熱帯夜が増えている

e)  雪が少なくなってい

る、降らなくなっている

f)  その他

g)  ない ※自動的に

Q5へとびます

無回答

日頃感じている気候変動の内容

日頃感じている気候変動の影響

g) ない

◇気候変動による内容・影響



内容まで

よく知って

いた

8.3%

大体

知っていた

31.0%
あまり

知らな

かった

42.7%

全く知らな

かった

15.8%

無回答

2.2%

◇気候変動への適応

とても

関心が

ある

23.9%

ある程度

関心が

ある

53.6%

あまりない

9.2%

全くない

0.8%

無回答

12.5%

37.3 

34.7 

43.8 

51.6 

37.0 

16.5 

26.0 

18.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a)  農業、森林・林業、水産業

b)  水環境・水資源

c)  自然生態系

d)  自然災害・沿岸域

e)  健康

f)  産業・経済活動

g)  国民生活・都市生活

無回答

71.5 

27.5 

20.3 

35.8 

40.3 

3.8 

3.4 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a)  情報発信

b)  リーダーシップ

c)  県民との対話協働

d)  各種団体との協力

e)  環境学習

g)  その他

f)  特にない

無回答

「気候変動への適応」という言葉 「気候変動への適応」への関心

関心のある分野 愛知県に期待すること

５

日 時：2019年11月13日(水)13:30-16:30

場 所： 名古屋都市センター ホール
講 演：「気候変動への適応～身近な変化と世界の動き～」

名古屋大学大学院 特任准教授 杉山範子氏
Ｗ Ｓ：「気候が変わると、私たちの何が変わる？！」
参加者：54人（9グループ）

出典：IPCC 第5次評価報告書 WG1 政策決定者向け要約 図
SPM.7

各地で気候変動の
影響への適応策が
既に行われています

世界の平均気温の変化の予測

すでに取り組まれている適応策

講演&ワークショップ＜速報＞

６



●気候変動が原因かもしれない最近の変化〈グループワークの意見（抜粋）〉

◇身近な自然
a)植物
・紅葉の時期が遅くなっている。

・植物の開花の時期が変わってきている。

・植物・植木に、季節を感じなくなった。

b)生物
・海の生き物、田や川の生き物が変わった。

・見かける昆虫が変わってきている。

◇日々の暮らし
a)健康
・熱中症が増えた。
・暑さや日差しで身体がきついと感じることが増えた。
・感覚が暑さに慣れてきている。
・小学校の夏休みのプールが高温のため中止になるなど、

学校教育に影響が及んでいる。

b)衣
・季節ごとの衣服でなくなった。
・暑さ、寒さが極端になり、長袖一枚で過ごすことがなく

なった。

c)食
・冷たいもの（水、氷、アイスクリーム等）の飲食が増えた。
・米や野菜の採れ方が変わってきている。
・野菜が収穫できなかったり、出来具合が不安定になった。

d)住
・エアコンが必需品になり、エアコンをつける期間、時間が

長くなっている。
・定住が当たり前でなくなる。

７

アンケート調査へのご協力よろしくお願いいたします。

●気候変動を想定した場合の 成り行き未来〈グループワークの意見（抜粋）〉

a)インフラ
・国土が水没・浸食され居住地域が危険に。
・大雨や台風による被害が多発化、深刻化。
・インフラが限界となり、安心して居住できる場所が限定され、引越しが必要になる。

b)水・食料
・生育できる農作物の変化に対応できず、離農が進み、食料自給率が低下する。
・農家や漁業者が減少し自給自足の生活に。
・水不足、食料不足になる。

c)健康
・気候の変化に適応できず病人が増える。
・熱中症が増える。
・感染症、伝染病が流行る。
・二酸化炭素の増加、大気汚染、花粉により、呼吸しずらくなる。

d)屋外活動
・気温が益々上昇し、外出が危険になる。
・暑くて子どもが外で遊べない。
・屋外での行事やスポーツを楽しめない。

e)社会
・日本では人口減少が進む。
・経済力が落ちる。
・災害の多発で国力が弱まる。
・地球温暖化が一層進行する。

８




